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持続可能な森林経営を目指した 
人工林の循環利用システムの開発 

・主伐に対応した木材生産システムの構築 

・低コスト森林再生技術の開発 

 林業は木を伐って、使って、植えるというように、資源を循環して利用することで成り立っています。いま
島根県のスギ・ヒノキ人工林は成熟し、収穫の時期を迎えているため、効率的な伐採方法を考えなくてはなり
ません。また、伐採後は低コストで確実に森林を再生することが必要となります。 

 そこで、本研究では主伐(収穫のために行う伐採)に対応した効率的な作業システムの構築と、コンテナ苗な
どを用いた低コストで確実な森林再生技術について研究します。 

１）効率的な作業システムの構築 

 ①車輌系作業システムの調査 (写真１) 

 ②架線系作業システムの調査 

 ③地形・路網に応じ機械を組み合わせた作業システム 

  の構築 

２）低コスト森林再生技術の開発 

 ①コンテナ苗の育成試験（写真２） 

 ②コンテナ苗植栽労務コストの調査(写真３) 

 ③萌芽誘導による再造林の低コスト化 

 

本研究によって、低コストで効率的な作業システムを提案します。また、島根県に最適なコンテナ苗の育苗・
植栽等による森林再生技術を確立します。これらのことから、スギ・ヒノキ人工林の循環利用が促進されます。 

持続可能な森林経営を目指した人工林の循環利用システムの開発（研究期間：H25～27） 
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森林・林業 

研究の背景・目的 

研究方法 

研究成果の活用・今後の研究計画 

写真１ 車輌系高性能林業機械 

写真３ コンテナ苗植栽の様子 写真２ コンテナ苗の育成 


